
83 広域拠点都市・沼津の集約型まちづくり

広域拠点都市・沼津の集約型まちづくり

観光入込客数を3,245千人/年から3,601千人/年へ増加させる。

沼津市に暮らし続けたいと思う市民の割合を80.8％から84.0％に増加させる。

減少傾向にある沼津駅年間乗降者数を7,707千人に維持させる。

（H27当初）

① 観光入込客数

② 沼津市に暮らし続けたいと思う市民の割合

③ 沼津駅年間乗降客数

○事後評価の実施体制、実施時期

事　後　評　価

Ａ　基幹事業
事業 地域 交付 直接 事業 道路 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 団体 間接 主体 種別 H27 H28 H29 H30 H31

A16-001 住宅 一般 沼津市 間接 再開発組合 - - 93 - H28にA16-008に移行

A13-002 市街地 一般 沼津市 直接 沼津市 - - 282 △
A10-003 都市再生 一般 沼津市 直接 沼津市 - - 1,236 △
A10-004 都市再生 一般 沼津市 直接 沼津市 - - 236 ○
A01-005 街路 一般 沼津市 直接 沼津市 区画 改築 225 △
A01-006 街路 一般 沼津市 直接 沼津市 区画 改築 1,572 △
A01-007 街路 一般 沼津市 直接 沼津市 区画 改築 3,375 △
A16-008 住宅 一般 沼津市 間接 再開発組合 - - 95 △
A13-009 都市交通 一般 沼津市 直接 沼津市 - - 55 ○

合計 7,169

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 事業 備考
種別 種別 団体 間接 主体 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 団体 間接 主体 H27 H28 H29 H30 H31

C16-001 住宅 一般 沼津市 直接 沼津市 中心市街地歩行者通行量調査 沼津市 4 ○
C16-002 住宅 一般 沼津市 直接 沼津市 まちなか居住促進事業 沼津市 1 ○

合計 5

番号 備考
C16-001 町方町・通横町第一種市街地再開発事業（A1,A8）と併せて行うことで、まちなかの賑わいを確認できる。

C16-002 町方町・通横町第一種市街地再開発事業（A1,A8）と併せて行い土地の共同化及び高度利用等を誘発しまちなか（沼津駅半径1km圏内）居住を促進させ、集約型都市の形成を図る。

　その他関連する事業　　

事業 地域 交付 直接 事業 道路 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 団体 間接 主体 種別 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 3,601千人/年

最終実績値 3,528千人/年

最終目標値 84.0%

最終実績値 79.0%

最終目標値 7,707千人/年

最終実績値 7,603千人/年

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

省略
工種

要素となる事業名 事業内容

沼津市

沼津市

事業内容
（延長・面積等）

沼津駅南第一地区土地区画整理事業
沼津駅周辺・北部地区都市再生整備計画事業

東海道原宿地区都市再生整備計画事業
(都)平町岡一色線他

歩行者通行量の把握

共同化推進アドバイザー等

0 百万円

A=1.8ha
都市再生区画整理 A=3.3ha

公園整備、道路、区画整理

道路、地域生活基盤施設、高質空間形成施設

区画整理 A=18.5ha
区画整理 A=3.3ha
区画整理 A=45.3ha
A=1.3ha
現況調査、社会実験、計画策定等

沼津市

沼津市

沼津市

沼津市

沼津市

沼津市

沼津市

事業内容
市町村名番号

工種

省略
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

進捗
状況工種 （延長・面積等）

(都)三枚橋錦町線他
(都)沼津南一色線他
町方町・通横町第一地区第一種市街地再開発事業

都市交通システム検討業務

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

進捗
状況

事業実施期間（年度）

町方町・通横町地区第一種市街地再開発事業

（様式６-1） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

沼津市

0.07%

進捗
状況（事業箇所）

Ｂ

 今後の人口減少及び少子・超高齢化の進行や、財政状況の悪化等を視野に入れながら、今後もコミュニティを維持し環境と共生することのできるまちづくりを進めるために、公共交通軸を中心として、人々が生
活するために必要な機能が集約された市街地の形成と拠点の機能強化を図る。

１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入、未定は空欄）　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））
　　　　　　　　　　　　　　（計画期間中に他の整備計画に移行したもので、　●：本計画の期間中に完成　▲：本計画の期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入、未定は空欄））

事後評価の実施体制

市内部審査会（技監、各部長で構成される審査体制）による評価を実施し、とりまと
めた原案をもとに、沼津市事業評価監視委員会（公募委員による審査体制）による評
価を実施。

事後評価の実施時期

公表の有無

令和３年１月

評価完了後、市の広報誌及びホームページに掲載

Ｃ 5 百万円
効果促進事業費の割合
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

7,174 百万円 Ａ 7,169 百万円全体事業費

交付対象事業

省略
工種

要素となる事業名

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

指標①
観光入込客数を
3,245千人/年か
ら3,601千人/年
に増加させる。

目標値と実績
値に差が出た

要因

番号
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

継続して行う必要がある事業が多数のため、今後の人口減少及び少子・超高齢化の進行や、財政状況の変化等を視野に入れながら、今後もコミュニティを維持し、環境と共生することのできるまち
づくりを進めるために、公共交通軸を中心として、人々が生活するために必要な機能が集約された市街地の形成と拠点の機能強化を図る。

市町村名 全体事業費
（百万円）

進捗
状況

計画等の名称

番号

（H29末） （H31末）

3,245千人 - 3,601千人

81% 84.0%-

7,707千人 7,707千人-

指標③
減少傾向にある
沼津駅年間乗降
者数を7,707千
人に維持させ
る。

目標値と実績
値に差が出た

要因

人口の自然減により、年間乗降客数の減はあるものの、引き続きまちなか居住の促進など人口維持施策
を行いながら、年間乗降客数の維持を図っていく。

Ⅱ定量的指標の達成状況

目標値を達成できなかったが、当初現況値（3,245千人/年）よりは増加をしている。

指標１、指標２、指標３ともに目標値は達成できなかったものの、当初現況値と比較して、指標１については283千人/年の増となっており、一部効果が
発現している。また、指標２、指標３についても、土地区画整理事業等による居住人口の増加により、今後の増加が見込まれる。

指標②
沼津市に暮らし
続けたいと思う
市民の割合を
80.8％から
84.0％に増加さ
せる。

目標値と実績
値に差が出た

要因

人口に動態が変化してきていることから、現状は割合の低下があるものの、各種施策を実施することに
より、今後上昇傾向に転じるよう努めていく。



（様式６）　　社会資本総合整備計画（参考図面）

計画の名称 83 広域拠点都市・沼津の集約型まちづくり

計画の期間 平成27年度　～　令和元年度　（5年間） 交付対象 沼津市


